I ペトロ書の主題── I ペトロ書1 章1-2 節に関する考察 ── by 吉田 新




































　  トロ，宛先（Adscriptio）: …選ばれた人々，挨拶（Salutatio）: 恵みと平和が…。Vgl. Klauck, 36f ;  
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ことを印象づけている。ここで用いられている語句（「選び」2 : 4-10，「仮住まい」2 : 11，





生前のペトロが記したものではなく，彼の名を用いた偽名書簡である9。マルコ 3 : 16によ
れば，ペトロはイエスがシモンに与えた添え名のギリシア語（アラム語「 」）であ
Brox, 55（ブロックス，61頁）; Perkins, 6-9（パーキンス，29-34頁）.
 4　恵みと平和（ca,rij kai. eivrh,nh）: Iテサ 1 : 1，Iコリ 1 : 3，IIコリ 1 : 2，ガラ 1 : 3，ロマ 1 : 7，フィ
リピ 1 : 2，フィレモン 3。送り手の名前 :「Pe,troj avpo,stoloj VIhsou/ Cristou/」（Iペト 1 : 1），
































割を担う姿が記されている。イエスのように熱弁をふるい（4 : 8以下），奇跡を行い（3 : 6
以下，5 : 15他），死者をも復活させる（9 : 38以下）。
一方，パウロ書簡においてもペトロは，ガラテヤ書 2 : 7，8以外では「ケファ（Khfa× j）」
と呼ばれている13。本書簡では，ペトロは「柱（stu/loj）」とされるエルサレム教会の代表
的存在として認識されている（ガラ 1 : 18，2 : 9）14。イエスの復活伝承においても，ペト




頁）; ders. （2007）, 31f（ヘンゲル，28頁）.
11　川島，75頁参照。マルコ福音書において 3 : 16以降，14 : 37を除いてペトロという名で呼ばれ
ている。マタイではマルコに近く，17 : 25の神殿税に関するイエスからの問い掛け以外ではペト
ロ（16 : 16ではシモン・ペトロ）。それに対して，ルカではペトロという名に交じって，時にシ
モンと呼ばれている（5 : 3以下，7 : 40以下，22 : 31以下，24 : 34参照）。ヨハネ福音書ではペ
トロと同じように，シモン・ペトロと呼ばれている（6 : 8，13 : 6他）。Iクレメンス他ではペト
ロ（Iクレ 5 : 4，イグ・ロマ 4 : 3，イグ・スミ 3 : 2参照）。
12　Vgl. Cullmann, 18（クルマン，25頁）.




















存在であり（ガラ 1 : 1参照），それはまた，職務としても受け取られていた（使 1 : 25-26
参照）。
Iペトロ書の著者が，「使徒ペトロ（Pe,troj avpo,stoloj）」の名を用いて書簡を書き送るの
は，パウロがその書簡で自らを「使徒」と名乗って始めるのと同じ意図がある（ロマ 1 : 1，



















17　Vgl. Goppelt, 76 ; Achtemeier, 81.






























20　Liddell & Scott, 1397f. 














繰り返すが，この地域は実際のペトロが伝道した地域か定かではない。使徒言行録 9 : 32
によれば，ペトロは「方々を巡回して」教えを宣べ伝えた移動型伝道者であった25。パウ
ロ書簡によれば，ペトロはアンティオキアを訪問し（ガラ 2 : 11），またコリントにも出















るということを前提とすべきである。」Brox, 25（ブロックス，23頁）.　Vgl. v. Harnack, 732-747 ;  
Goppelt, 27 ; Schelkle, 1 ; Prostmeier, 46f ; Schnelle, 449.






















コリ 16 : 1，ガラ 1 : 2，IIテモ 4 : 10）。パウロはこの地域に教会を造り，その構成員は I
ペトロ書の読者と同様に主に異邦人であったと思われる（ガラ 4 : 8以下）。カッパドキアは
小アジア東部の高原地帯（使 2 : 9）。紀元後 17年以降，ローマの属州になる。アシアは小
アジア西部，紀元前 133年にローマ領になり，パウロ書簡等で多く言及されている地域であ
る（使 2 : 9，6 : 9，ロマ 16 : 5，Iコリ 16 : 19，IIコリ 1 : 8他参照）。IIテモ 1 : 15によれ
ば，この州の信者はパウロから離れていったとある30。ビティニアは小アジア北西部の地域。
パウロはこの地域に入ろうとしたが，「イエスの霊」がそれを許さなかったと記されている（使
16 : 7）。「ビティニア（kai. Biquni,aj）」を削除する写本（B＊）も存在する。「ビティニア・







































民を指す文脈で用いられており35，新約ではヤコブ書の冒頭にも記されている（ヤコ 1 : 1，









34　Vgl. Goppelt, 77, Anm. 15. 岩隈，58頁。
35　申 30 : 4，ネヘ 1 : 9，ユディト 5 : 19，IIマカ 1 : 27，LXX詩 146 : 2，イザ 49 : 6（また，ソロ
詩 8 : 28，9 : 2）。ただし，「diaspora,」に対するヘブライ語の決まった同義語はない。この語句
から，Iペトロ書の読者は，「ディアスポラのユダヤ人キリスト者」であると理解することはでき
ない。書簡の内容から判断すれば，送り手は異邦人キリスト者に向けて記していることが分かる














「万物の終わりの時」（4 : 7）に約束された「喜び」と「栄光」について，書簡の冒頭（1 : 8）
からその終盤（4 : 13，5 : 4）に至るまで何度も記されている。さらに，読者は小アジア
各地に散っているが，彼，彼女らは「キリストにあって」（3 : 16，5 : 14），「選ばれている」




2 : 11で登場する。2 : 11にある「pa,roikoj」も「自分の国（故郷）でない地に一時的に
身を寄せている人」，「寄留者」を意味する。「pa,roikoj」は LXXで 33回，新約では 3回使




「仮住まいしている」は，LXXにおいて創 23 : 4，詩 38 : 13，新約ではヘブ 11 : 13のみ
に用いられている（他にはディオ手紙 5 : 5）。創 23 : 4ではアブラハムが自らの境遇を述





38　Vgl. Feldmeier （1992）, 20-21. フェルドマイヤーは同書において，Iペトロ書に用いられた
「parepi,dhmoj」，及び「pa,roikoj」（2 : 11）について，ギリシア・ローマ世界の文献と比較しつつ，
網羅的な研究を行っている。「parepi,dhmoj」に対して同様の意味の「pa,roikoj」は，LXXで 33回
使用されている。新約では 3回（使 7 : 6，29，エフェ 2 : 19）。
39　出 12 : 45，レビ 22 : 10，25 : 6，23，35，40，45，47，民 35 : 15，王上 17 : 1，代上 29 : 15，













しぼまない遺産」（Iペト 1 : 4）を受け継げる。仮住まいの者が地上でどのように振舞う














40　他にもポリ手紙 1 : 1，ポリ殉 1 : 1，ディオ手紙 6 : 8。
41　「仮住まいの身であることは，社会においてキリスト者の記号（Signum）である。それは，彼，
彼女らの実存の終末論的特性を表すものである。」Goppelt, 155. 同様の見解は以下。Michaels, 8.
42　速水，413頁参照。
43　Elliott （1982）.










三つめの語句「選び出された［人々］（evklektoi×  j）」は，Iペトでは頻出語である（1 : 1，
2 : 4，6，9）。本書簡において鍵となる語句である46。新約では主に，黙示文学的な文脈に















46　神による民の「選び」（申 4 : 37，7 : 6-7，14 : 2，イザ 43 : 20，アモ 3 : 1，詩 105 : 6，43他）は，
旧約聖書の基本モチーフである。Iペトロ書における「選び」は終末論的背景だけではなく，旧
約で語られる神に一方的に選ばれたイスラエルの民と読者を重ねている（Iペト 2 : 9，出
19 : 6）。「選び」は同書簡において重層的な意味で記されていることが分かる。
47　ルカ 18 : 7の「やもめと裁判官」譬えでも，終末時に現れる人の子の到来に際して救われる「選
ばれた人々」について語られている。
48　クムラン宗団においても，神における選びは重視されている（1QS8 : 6，11 : 16，1QpHab 
10 : 13，CD3 : 21-4,6参照）。ゴッペルトは Iペトロ書の「選び」「仮住まい（寄留）」「散在（離散）」
の起源をクムラン宗団に見出している。Goppelt, 82. だが，アクティマイアーが正しく指摘する
ように，これらのタームはすでに旧約聖書において十分に見出しうる。Achtemeier, 81, Anm. 30.
49　書簡の読者への呼びかけにおいて「選び」と「聖化（聖なる者となる）」を言及するのは，コロ 3 : 12
の記述を思い出させる。また，「選び」ゆえに苦難に耐え忍ぶことを訴えるのは，IIテモ 2 : 10
と類似している。ユダヤ教の伝統から引き継がれた，このような自己認識は，初期キリスト教に
おいて広く受け止められていたように思われる。
50　ロマ 8 : 33，Iテサ 1 : 4参照。












ことができる53。後述される 1 : 20の「予め知っている（proginw,skw）」と関係している（使






使 3 : 6「イエス・キリストの名によって（evn tw/| ovno,mati VIhsou/ Cristou/ tou/ Nazwrai,ou）」
参照）。この箇所は原文に従えば，「霊による聖化によって［選ばれた人々］」と訳せる55。「霊
による聖化」と訳した部分は56，多くの訳では「霊の聖化」とされているが，霊の「働き」







54　新約以外ではユディト 9 : 6，11 : 19。ユディト書において，神の裁きは予め定められているこ
とを告げ知らす文脈でこの語句が記されている。
55　「聖化（a`giasmo,j）」はパウロ（及び疑似パウロ）書簡で頻出語（ロマ 6 : 19，22，Iコリ 1 : 30，I
テサ 4 : 3，7，IIテサ 2 : 13，Iテモ 2 : 15）。及びヘブ 12 : 14にも見出せる。多くの場合，前置
詞（eivjÃ evn）と共に用いられている。Iペト 1 : 2は神による「選び」の根拠として「霊による聖化」
をあげている点で，IIテサ 2 : 13と共通し，また異邦人が霊によって聖なるものとされる点では，
ロマ 15 : 16と類似している。霊の働きによって異邦人が聖なる者とされる認識は，主にパウロ
書簡で展開される。Iペトロ書は，このパウロの認識から何らかの影響を受けているのだろう。
56　この点（genitivus auctoris）を強調して訳しているのは，例えばフェルドマイヤーの「in der Heil-
igung durch den Geist」。Feldmeier （2005）, 37. エリオットの訳文は，さらにはっきりとこの理解を
打ち出している。「through the sanctifying action of the Spirit」。 Elliott （2000）, 318f. 同様の解釈は，
Iペトロ書の主題
13
を通して聖化される，すなわち，聖なる者となるとここでは考えたい57。Iペト 1 : 15以下
では，レビ 11 : 44を引用しつつ，神によって召され，招かれた聖なる者になることを読
者に勧めている。無知であったかつての生活から離れ，「従順の子（te,kna u`pakoh/j）」であ
る聖なる者として生きることが，Iペトロ書の読者への主題である。この言葉は，服従の
勧告句が記される 2 : 11以下の内容を導いている。書簡の冒頭で，選びの根拠として二つ
の語句「従順」「聖化」を示すことで，書簡内容を先取りして伝えているように思える。
旧約聖書の記述に従いつつ（出 19 : 6，申 7 : 6），「選ばれた種族」（2 : 9）としての読者は，
「聖なる祭司」（2 : 5）「聖なる民族」（2 : 9），神に属する者となる。
「霊（pneu/ma）」は，旧約聖書において終末時に神から与えられる賜物と理解されている（ヨ
エル 3 : 1他）。パウロ書簡もこの理解の延長にあり，霊の「初穂」（ロマ 9 : 23）や「手




ペト 3 : 18，4 : 6参照）。ここでは地上の「肉」ではなく，地上には属さない「霊」によっ













ぎかけの故に選ばれるとする。Agnew, 68-73 ; Elliott （2000）, 319f ; Watson, 22.　だが，本書簡で
は読者が従順になるための勧告について語られるので（2 : 11以降より具体的に），ここは目的と
受け取る方が正確だろう。同様の批判はダーヴィス。彼はこの文脈では「eivj」の理解が不自然で
あるとし，「because of」とするならば「dia,」が記されると批判する。Davis, 49, Anm.,10. 
60　ロマ 1 : 5，5 : 19，6 : 16，15 : 18，16 : 19，26，IIコリ 7 : 15，10 : 5，6，フィレ 1 : 21。他に
もヘブ 5 : 8。「「従順」は原始キリスト教の伝道用語の術語（terminus technicus）で，回心を福
音（ロマ 10 : 16，15 : 18。6 : 16，IIテサ 1 : 8，Iペト 1 : 22を参照）ないしは主なるキリスト（II












そして，「イエス・キリストの血をふりかける（r`antismo.n ai{matoj VIhsou/ Cristou/）」と
ある。血をふりかけるのは，出エジ 24 : 8（ヘブ 9 : 19-21参照）に記された契約締結の
儀式との関係か，または異教の宗教儀礼（清めの儀式）の影響を感じさせる。ここでは前






通して何度も語りかけられる（1 : 19，2 : 24，3 : 18）。このようなキリストの血が罪の
贖いの証となることは，パウロ書簡（ロマ 3 : 25，5 : 9）において主張されるテーマであ
る。さらに，1 : 19のようにイエスと子羊を重ねて贖罪死を語る箇所もパウロ以外の文書







波訳など）では多い。「u`pakoh.n」は 1 : 14においては単独で用いられている。「VIhsou/ Cristou/」
を「u`pakoh.n」と結合させる場合，目的語的属格「イエス・キリストに従順」になるが，「ai{matoj」
との結合では所有の属格「イエス・キリストの血」の意味になる。同じ文章に二つの機能を持つ
のは奇妙に感じる。同様の見解はアクティマイアー。Achtemeier, 87. その他，Schelkle, 22, Anm. 2 ;  
Goppelt, 86, Anm. 51. 岩隈，59頁参照。田川建三訳では「イエス・キリストの従順」とし，前半
を主格的な属格として理解している（文法からは可能）。本訳ではこの従順を「イエス・キリス
トの従順」とは取らない。






ずきの石 : Iペト 2 : 4-8（ロマ 9 : 32-33），権威への従順 : 2 : 13以下（ロマ 13 : 1以下），
キリストの苦しみに与る : 2 : 21以下，3 : 17以下，4 : 13以下（フィリピ 1 : 29），悪をもっ
て返さない : 3 : 9（ロマ 12 : 17），神からの賜物 : 4 : 10-11（ロマ 12 : 6以下），迫害下の




















65　Vgl. Goppelt, 50 ; Schnelle, 456. 
66　同様の意見はゴッペルト。パウロ書簡との共通点が見出せる「伝承は確かにパウロからの影響が




69　イエスの十字架での死を語る箇所において（Iペト 2 : 24），パウロ書簡でしばしば見出す「十字
架（stauro,j）」（Iコリ 1 : 18，ガラ 5 : 11，フィリ 2 : 8，3 : 18）という語句を用いず，ガラ 3 : 13
に引用された申 21 : 23を意識させる「木の上（evpi. to. xu,lon）」と記している。Vgl. Brox, 48-49（ブ




ゴッペルトは 1 : 2の伝承の「生活の座（Sitz im Leben）」を初代キリスト教会における




　三一論について : Iペトロ書 1 : 2は，三位一体の聖書的根拠と考えられるだろうか。確
かに「父・霊・子（イエス・キリスト）」という定式は，後世に展開された教義と似通って
いる。しかし，ブロックスが正しく指摘するように，ここでは神の一者性は前提されており，







ここでは「ますます豊かに（plhqunqei,h）」という言葉が加えられている（LXXダニ 4 : 37c，









73　Brox, 58（ブロックス，65頁）. 同様の見解は以下。Schelkle, 24 ; Selwyn, 247-250. セルウィンは
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